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■夏の思い出を音色にのせて（バイバイサマーファミリーコンサート）

嗜

●去りゆく夏勇壮・熱気・歓声

八朔祭歩行者天国

●'97列島横断ウオーキング大作戦会員募集
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▲ナイトパレードを盛り上げた大洗ライフセーピングクラブのサンバ

¥ ~-. C ,- .9し名9心 Y ーチンl

ょt̀ ` で即nrこ紅こち尋了し

” しい音色

大

洗

の

夏

ま

つ

り

の

フ

ィ

ナ

ー

レ

を

飾

る

八

朔

祭

が

8
月
2
3
.
2
4日
の

2
日

間

に

わ

た

り

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

23日の
、

前

夜

祭

で

は

町

内

を

山

車

が

巡

行

し

、

24日
は

永

町

・

通

町

を

会

場

に

歩

行

者

天

国

が

実

施

さ

れ

ま

し

た

。

10年ぶ
り

に

復

活

し

た

歩

行

者

天

国

で

は

、

荒

磯

神

輿

、

磯

節

踊

り

パ

レ

ー

ド

や

壁

画

制

作

の

ほ

か

大

道

芸

、

ニ

コ

ニ

コ

寄

席

、

で

き

た

て

市

な

ど

各

種

イ

ベ

ン

ト

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

会

場

に

は

大

勢

の

方

々

が

訪

れ

、

去

り

ゆ

く

夏

の

ひ

と

と

き

を

楽

し

ん

で

い

ま

し

た

。

勇リ
ゆ
く
夏溢

気

声

▲祭は、ゆかたにうちわが
よくにあいます

▲おっしゃい、おっしゃい、おっしゃいな一

'97.9.8 広報おおあらい (2) 
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▲l0年ぶりに復活した八朔祭歩行者天国、力強い神輿が戻ってきました。
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▲ゆかたでせいぞろい（右から）小谷町長、小松崎議長、山戸実行委員長

◄

祭
を
締
め
く
く
る
の
は
、
や
っ
ぱ
り
大
洗
音
頭

"t'・
 

●
●
J
 一

＾ 
▲アイアンキッズは祭りが大好き

で
も

た
る
臣
け

の
カ
ゼ
に
あ

鳴
祭

り

よ

ね
で
ま
す

元
気
ザ

▲陶芸って、やってみると意外に難しい ▲ピエロのまわりは、こどもたちの輪

(3) 広報おおあらい '97.9.8 
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町
で
は
、
今
年
も
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大

作
戦
を
行
な
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の

積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

応
募
資
格
／
町
内
に
居
住
す
る

30
歳
以

上
の
方

募
集
人
員
／
先
着
3
0
0
名

受
付
期
間
／
9
月
8
日
ー

30
日

受
付
場
所
及
び
時
間
／
保
健
セ
ン
タ
ー

及
び
保
健
課

(
8
3
0
1

7
•
O) 

l•O 

結
核
基
本
検
診
会
場
で
も
受
け
つ
け
て

い
ま
す
。

※
血
圧
・
体
脂
肪
を
測
る
方
は
受
付
期

間
中
の

1
5
{
0
0
1
1
7
0
0
ま
で
保
健
セ

ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

※
電
話
で
の
お
申
込
は
で
き
ま
せ
ん
。

会
員
に
な
る
と
次
の
も
の
を
差
し
上
げ

ま
す会

員
証

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
テ
キ
ス
ト

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
日
誌

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ

◎
万
歩
計
は
自
分
で
用
意
し
ま
し
ょ

う
。

服
装
や
靴
な
ど
安
全
と
機
能
性
を
考
え

て
そ
ろ
え
ま
し
ょ
う
。

期
間
中
(

l

月
中
を
予
定
）
の
日
曜

日
に
町
民
な
ら
だ
れ
で
も
参
加
で
き
る

楽
し
い
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
開
催
し

ま
す
。
（
参
加
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
）

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
を

実
施
し
ま
す

ウ
オ
ー
キ
ン
グ

事
業
内
容

：・・
9
9
1
a
"
-
g
・
令
岳
i

均
忍
た
も
国
四
づ
く
わ
に
ジ
ャ
レ
ン
ジ
ー

①
申
込
日
か
ら
平
成

10
年
1
月
3
1
日
ま

で
の
期
間
中
、
毎
日
、
自
分
の
歩
い
た

歩
数
を
万
歩
計
で
は
か
り
総
歩
行
数
を

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
日
誌
に
記
入
し
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
マ
ッ
プ
（
地
圏
）
の
コ
マ
を
塗

り
つ
ぶ
し
な
が
ら
目
的
地
の
金
沢
兼
六

園
ま
で
の

7
2
8
k
m
を
地
図
上
で
踏
破

す
る
も
の
で
す
。

②
期
間
内
に
目
的
地
に
到
達
し
た
方
に

は
申
告
に
よ
り
到
達
証
と
記
念
品
を
贈

呈
い
た
し
ま
す
。
（
於
健
康
ま
つ
り
）

〇
保
健
セ
ン
タ
ー
に
日
誌
と
マ
ッ
プ
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
告
受
付
期
間

平
成
10
年
1
月
6
日
＼

2
月
13
日

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
効
果

い
つ
で
も
｀
ど
こ
で
も
今
す
ぐ
で

き
る

「歩
く
」
と
い
う
手
軽
な
運
動

が①
糖
尿
病
を
防
ぐ

②
老
化
を
防
ぐ

③
高
血
圧
を
防
ぐ

④
肥
満
を
防
ぐ

⑤
骨
粗
し
ょ
う
症
を
防
ぐ

⑥
ス
ト
レ
ス
の
解
消

な
ど
体
に
よ
い
効
果
を
も
た
ら
し
ま

す
。

前
回
の
町
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業
に

参
加
し
青
森
・
室
蘭
ま
で
到
着
し
た

方
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
を
紹
介
し
ま

す。①
身
体
の
調
子
が
よ
く
な
っ
た
。

②
日
常
生
活
で
歩
く
の
が
苦
に
な
ら

な
く
な
っ
た
。

③
体
重
・
体
脂
肪
が
減
っ
て
嬉
し

ヽ
゜
し④

血
圧
が
下
が
っ
た
。
安
定
し
た
。

⑤
肩
凝
り
が
な
く
な
っ
た
。

そ
の
他
、
熟
睡
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
季
節
感
が
実
感
で
き
た
。

老
化
は
脚
か
ら
。
さ
あ
、
あ
な
た

も
今
日
か
ら
歩
き
は
じ
め
ま
し
ょ

う
。一

日
＿
万
歩
の
ワ
ケ

日
本
人
は
、

一
日
に
平
均
約
2
1

0
0
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
の
栄
養
を
と
り

約
1
8
0
0
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
を
消
費

し
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
残
り
の
3

0
0
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
を
運
動
に
よ
り

消
費
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
ぜ
い
肉

か
ら
肥
満
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。
こ

の
3
0
0
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
を
消
費
で

き
る
の
が
一
日
一
万
歩
の
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
な
の
で
す
。

問
合
せ
／
保
健
課
（
内
線
ー
2
3
)

'97.9.8 広報おおあらい (4) 



三年前、小 ・中 ・高 ・成人と誰もが参加出来る、

大洗町民吹奏楽団が28名の参加者で結成された。

以後練習に励まれ、町のいろいろなイベントで演奏

をしその音を楽しませてくれている。

去る8月30日こ の 吹 奏 楽 団 の メ ン バ ー が 中 心

となって、磯浜小、大貫小、ー中、南中の吹奏楽部

員も参加 して演奏会が行われた。そして、このコン

サートの最後に参加者全員の合同演奏の場があっ

た。その合同演奏で私が「われは海の子」の指揮を

とらせて頂いた。

150名から出る美しいハーモニーが観客の皆様

の胸を打ったものと思う。私も、このハーモニーに

大きな感動を覚えた。参加して演奏する方も、聴く

方もこのひとときは心の安らぎの場であり、かつ感

性を高める場でもあった。

今後、吹奏楽団員の輪を広め、町民の誇れる吹奏

楽団に発展して欲しいと願っております。

私は、指揮をとりながら、まちづくりはまさしく

町民一人びとりの参加によるハーモニーであり、そ

の指揮にあたっている自分が、改めて、その責任を

痛感したところであります。

まち全体が、より美しい音と密を楽しめるよう一

層の努力をせねばと強く感じたところであります。

00 

一
年
間
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
達
成
！

昨

年

8
月

18
日
を
最
後
に
大
洗
町
で

は
、
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
更
新
し
て
い
ま

し
た
が
、

8
月

19
日
を
も
っ
て
一
年
間

交

通

死

亡

事

故

ゼ

ロ

を

達

成

し

ま

し

た
。こ

れ
に
対
し
水
戸
警
察
署
長
よ
り
大

洗
町
へ
感
謝
状
の
贈
呈
が

8
月

22
日
に

「
シ
ー
サ
イ
ド
は
ま
ざ
く
」
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

茨
城
県
で
は
、
死
亡
事
故
が
多
発
し

て
お
り
全
国
で
も
ワ
ー

ス
ト

4
位
（
交

通
事
故
死
亡
者
数
・

2
6
0
名
）
と
い

う
不
名
誉
な
記
録
を
更
新
し
て
い
る
な

か
、
一
年
間
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
達

成
し
た
こ
と
は
大
変
意
義
の
あ
る
こ
と

で
す
。

町
民
の
皆
様
は
、
一
年
間
を
区
切
り

と
せ
す
、
引
続
き
安
全
運
転
等
に
努
め

て
、
一
日
で
も
長
く
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の

記
録
を
更
新
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

大
洗
町
長

バ
イ
バ
イ
サ
マ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
感
動
の
指
揮

（
 

小
谷
隆
｀
一売

小
谷
隆
亮
町
長
と
町
議
会
（
小
松
崎

七
郎
議
長
外
議
員

16名
）
が
、
去
る

8

月

18
日

科

学

技

術

庁

と

動

力

炉

核

燃

料
開
発
事
業
団
本
社
（
動
燃
）
を
訪
れ
、

「
動
燃
改
革
に
伴
う
、
新
法
人
の
本
社

の
移
転
先
に
大
洗
町
を
選
定
し
、
役
職

員
や
職
員
の
町
内
へ
の
居
住
」
な
ど
を

要
望
し
ま
し
た
。

科
学
技
術
庁
の
動
燃
改
革
検
討
委
員

会

が

7
月
に
ま
と
め
た
基
本
方
針
で
は

動
燃
施
設
が
立
地
す
る
地
域
へ
本
社
を

移
転
す
る
こ
と
が
改
革
の
柱
の
ひ
と
つ

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
受
け
、
本
町

で
は
動
燃
本
社
の
進
出
に
よ
っ
て
、
地

元
と
の
信
頼
感
と
安
全
性
が
強
ま
り
、

ま
た
、
雇
用
な
ど
地
域
の
活
性
化
に
貢

献
で
き
る
と
し
て
今
回
の
陳
情
活
動
を

行
な
い
ま
し
た
。

新

法

人

の

本

社

の

誘

致

に

つ

い

て

は
、
東
海
村
や
福
井
県
と
敦
賀
市
が
そ

れ
ぞ
れ
科
学
技
術
庁
に
要
望
し
て
い
ま

し
た
。

そ
の
後

8
月

19
日
に
、
科
学
技
術
庁

は
、
動
燃
本
社
を
再
処
理
施
設
の
あ
る

東
海
村
に
移
転
し
、
理
事
長
な
ど
役
員

を
常
駐
さ
せ
る
。
ま
た
、
本
社
機
能
の

一
部
は
高
速
増
殖
炉
原
型
炉
「
も
ん
じ

ゅ
」
が
あ
る
福
井
県
敦
賀
市
に
も
置
き

副
理
事
長
ク
ラ
ス
が
常
駐
。
ま
た
、
高

速
増
殖
炉
実
験
炉
「
常
陽
」
が
あ
る
本

町
に
も
役
員
を
常
駐
さ
せ
る
方
針
を
表

明
し
、
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い
ま

、̀̀

(5) ヽ`＇しらあおお口寺

►

科
学
技
術
庁
原
子
力
安
全
局
長
に
要
望
書
を
広

手
わ
た
す
小
谷
町
長

動
燃
新
本
社
の
誘
致
を
要
望

す
。町

で
は
、
今
回
の
陳
情
活
動
に
よ
り

要
望
の
―
つ
で
も
あ
っ
た
、
役
員
の
常

駐
に
よ
り
、
安
全
管
理
の
強
化
が
図
れ

る
こ
と
は
、
こ
う
し
た
活
動
の
結
果
で

す
。
ま
た
、
地
元
住
民
と
の
信
頼
関
係

構
築
の
た
め
、
役
職
員
な
ど
の
町
内
在

住
を
含
め
関
連
厚
生
施
設
の
誘
致
に
つ

い
て
今
後
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
ま

す
。

'9798 



す
べ
て
の
児
童
は
、
両
親
の
優
し

い
愛
情
の
も
と
で
健
や
か
に
育
て
ら

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
不
幸
に

し
て
父
親
と
生
活
を
と
も
に
で
き
な

い
児
童
の
生
活
の
安
定
を
図
る
こ
と

は
、
児
菫
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に

成
長
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
で

す
。児

童
扶
養
手
当
は
、
こ
の
よ
う
な

目
的
を
も
っ
て
設
け
ら
れ
た
制
度
で

す
。〇

受
給
資
格

次
の
条
件
に
あ
て
は

ま
る
「
18
歳
に
達
す
る

日
以
降
の
最
初
の

3
月

3
1
日
ま
で
の
間
に
あ
る

児
童
」
を
監
護
し
て
い

る
母
や
、
母
に
代
わ
り

そ
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
人
で
す
。

な
お
、
児
童
が
心
身

に
一
定
の
基
準
以
上
の

障
害
が
あ
る
場
合
は
20

歳
未
満
ま
で
手
当
て
を

詳
し
く
は
、
福
祉
課
（
内
線
ー

5
3
)
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

ご
存
じ
で
す
か

児
童
扶
養
手
当

受
け
ら
れ
ま
す
。

．
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

・
父
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
が
障
害
の
状
態
に
あ
る
児
童

・
父
の
生
死
が
明

nか
で
な
い
児
童

．
父
が
1
年
以
上
遺
棄
し
て
い
る
児

童・
父
が

1
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

児
童

・
母
が
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ
た
児

童．
棄
児
な
ど
で
、
母
が
児
童
を
懐
胎

下
当
時
の
事
情
が
不
明
で
あ
る
児
童

0
手
当
の
額
（
月
額
）

児
童
ー
人
の
と
き

4
ー、

3
9
0
円

児
童
2
人
の
と
き

4
6
、
3
9
0
円

児
童
3
人
目
以
降
は
3
、
0
0
0
円

特
別
児
童
扶
養
手
当

す
つ
加
算
さ
れ
ま
す
。

※
所
得
が
一
定
額
以
上
の
と
き
は
金

額
が
異
な
り
ま
す
。

〇
児
童
扶
養
手
当
の
時
効

昭
和
60
年
8
月
7
日
以
降
に
受
給

対
象
と
な
っ
た
人
は
、
該
当
日
か
ら

5
年
以
内
に
手
続
き
を
行
な
わ
な
い

と
請
求
権
が
時
効
に
よ
り
消
滅
し
ま

す。
〇
受
給
資
格

身
体
や
精
神
に
一
定
の
障
害
の
あ

る
20
歳
未
満
の
児
童
を
家
庭
で
監

護
す
る
父
ま
た
は
母
、
ま
た
は
、

父
母
に
代
わ
り
児
童
を
養
育
し
て

い
る
人
。

0
手
当
の
額

（月
額
）

児
童
l
人
に
つ
き

ー
級

5
0
、
3
5
0
円

2
級

3
3
、
5
3
0
円

※
所
得
が
一
定
額
以
上
あ
る
場
合

は
そ
の
年
度
は
、
手
当
て
の
支
給

が
停
止
さ
れ
ま
す
。

こ
ど
も
の

健
や
か
な
成
且
を
願
っ
て
，
．

小
沼
綾
香
さ
ん
（
大
洗

＿
中
3
年
生
）

が
、
関
束
中
学
校
柔
道
大
会
（
山
梨
県

甲
府
市
）
女
子
の
部
で
、
見
事
優
勝
に

輝
き
ま
し
た
。

大
会
に
は
、

1
都

7
嗅
の
代
表
16
名

が
参
加
。
小
沼
さ
ん
は
、
茨
城
県
l
位

の
実
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
持
ち
前

の
勝
負
強
さ
で
、
各
地
区
の
強
蒙
を

次
々
と
倒
し
、
優
勝
し
ま
し
た
。

小
沼
さ
ん
は
、
今
年
4
月
に
大
洗
ー

中
に
赴
任
し
て
き
た
小
松
崎
治
友
監
督

と
苦
手
の
寝
技
を
連
日
の
猛
練
習
で
克

服
し
、
今
回
の
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

ま
た
、

8
月
22
日
に
は
全
国
大
会

（
愛
媛
県
）
に
出
場
。
2
試
合
を
一
本

大
洗
町
建
設
工
業
会
（
鴨
川
博
明
会

長
）
で
は
、
毎
年
夏
休
み
を
利
用
し
て

町
内
小
中
学
校
の
不
良
箇
所
改
修
奉
仕

作
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
、

7
月
27
日
早
朝
か
ら
2
1
名

の
方
々
が
祝
町
幼
稚
園
と
祝
町
小
学
校

の
ト
イ
レ
や
体
育
館
の
ド
ア
の
修
理
・

塗
装
、
門
扉
や
階
段
の
補
修
を
行
な
い

ま
し
た
。

園
児
や
児
童
た
ち
は
新
し
く
塗
り
替

え
ら
れ
た
ド
ア
や
修
復
さ
れ
た
階
段
な

ど
、
安
全
で
き
れ
い
に
な
っ
た
学
校
で

小
沼
綾
香
さ
ん

関
東
中
学
大
会

楽
し
い
生
活
が
送
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

（ 

← ` ~ 

鼻／いよ

工
--

更

勝
で
勝
ち
上
が
り
、
ベ
ス
ト
8
を
か
け

た
試
合
で
は
僅
差
の
判
定
で
お
し
く
も

敗
れ
ま
し
た
が
、
堂
々
の
ベ
ス
ト
16
に

入
り
ま
し
た
。

今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

善
意
の
奉
仕
作
業

（
一
中
3
年
）

（
女
子
の
部
）

で
優
勝

'97.9.8 広報おおあらい (6) 



共育読本

出発は家庭から

きらきら

っ`ご

■一貫した親の接し方

II 
見守りながら方向づける

ヘ
~ 

•

食
べ
た
お
菓
子
の
袋
や
空
缶
な
ど

を
、
き
ち
ん
と
コ
ミ
箱
に
入
れ
ら
れ
る

子
ど
も
に
し
た
い
。
そ
ん
な
積
み
重
ね

が
大
切
な
気
が
す
る
。

（

園
児
の
母
）

Vol. 6 

幼児のうちから根気づよく
善悪の区別

いいなあ

教
え
て
い
ま
す
か

や
っ
て
よ
い
こ
と

戯
い
こ
と

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん

いま、小・中学生は

●問題行動は幼少期から芽生える

■青少年の問題行動について家庭における問題点

•

こ
づ
か
い
が
足
り
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ

て
、
お
か
あ
さ
ん
の
財
布
か
ら
千
円
と

っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
け
ど
、
見
つ
か
ん

な
か
っ
た
よ
。

（

小
学
生
）

つぶやき

幼児期からの家庭でのしつけが不十分である

親と子供の会話ふれあいが少ない

親が子供を甘やかしすぎている

家庭内が円満でない

親の教育方針が進学中心にかたよっている

親の権威が低下している

親が子供を放任している

親の生活態度が悪い

親が子供に干渉しすぎる

親が子供に厳しすぎる

53 l I 
49 l I 

447 I 
384 I 

3451 

309 I 
3021 

2761 

20s I 

三亘］

゜
10 20 30 60(%) 

（復致回答）

「百少年と家庭に関する世詰調査」 ）

40 50 

（平成7年総理府

•

覚
せ
い
剤
事
件
で
、
中

摘
発
が
相
次
い
で
い
る
。

（
新
聞
記
事
よ
り
）

•

空
き
缶
の
ポ
イ
捨
て
や
信
号
無
視

を
、
つ
い
し
て
し
ま
う
。

（

親）

•

煙
草
？
部
室
の
裏
で
先
輩
か
ら

も
ら

っ
て
吸
っ
た
の
が
最
初
か
な
。
（
中
学
生
）

•

ま
た
自
転
車
盗
ま
れ

た
。
頭
に
き
た

か
ら
、
鍵
の
か
か
っ

て
い
な
い
誰
か
の

自
転
車
乗
っ

て
来
ち
ゃ
っ
た
。
（
中
学
生
）

高
校
生
の

(7) 広報おおあらい '97.9.8 



．． ． ． 
み
ん
な
の
ひ
ろ
は

歌
壇

ゆ
っ
た
り
と
も
の
い
ふ
母
に
ゆ

っ
た
り

と
日
の
没
ち
ゆ
け
り
夕
顔
ひ
ら
く

髭
釜
六
区
川
崎
京
子

〔
評
〕
上
句
、
作
者
の
発
見
で
あ
ろ
う
。

夕
顔
の
花
ひ
ら
く
昏
れ
ど
き
を
捉
え
た

巧
み
な

一
首
と
言
え
る
。

子
供
等
に
迷
惑
か
け
る
こ
と
は
止
め
き

っ
ぱ
り
と
酒
は
絶
た
ん
と
思
う

蔵
前
二
区
田
山
佳
風

〔
評
〕
酒
は
作
者
の
好
物
。
前
回
の
歌

で
も
詠
ん
で
い
る
よ
う
に
絶
対
や
め
ら

れ
な
い
と
し
て
い
た
の
だ
が
：

0

植
ス
し
よ
り
数
年
経
ち
て
裏
庭
に
は
じ

く

ち

な

し

め
て
咲
け
り
山
栃
子
の
花

角
ニ
ー
区
前
原
青
嵐

〔
評
〕
裏
庭
に
植
え
た
く
ち
な
し
の
花

が
数
年
経
っ
て
や
っ
と
花
を
見
せ
た
と

言
う
の
だ
。
そ
の
香
り
は
す
ば
ら
し
い
。

さ
え
ず

ひ
ば

り

空
高
く
囀
る
雲
雀
見
上
げ
つ
つ
梅
雨
の

晴
れ
間
の
草
原
に
仔
つ

南
清
水

一
区
広
木
チ
イ

〔
評
〕
海
に
近
い
空
地
に
広
い
草
原
が

ひ
ろ
が
り
を
み
せ
て
い
る
。
揚
げ
雲
雀

の
蹄
き
声
に
人
の
心
は
強
く
魅
か
れ

る
。

「
た
た
く
な
」
と
書
い
て
あ
る
の
に
弾

き
つ
つ
音
確
か
め
て
西
瓜
売
い
た
り

蔵
前
―
二
区
鴨
川
靖

〔
評
〕
何
と
も
楽
し
い
歌
で
あ
る
。
叩

く
な
と
書
い
て
あ
る
。
そ
れ
で
も
作
者

●
勝
山
一
美
選

は
た
た
い
て
み
な
い
と
不
安
な
の
で
あ

る
。

米
寿
の
姉
電
話
の
声
の
若
々
し
一
日
五

千
歩
必
ず
歩
く
と

大
貫
新
町
小
野
瀬
イ
シ

〔
評
〕
米
寿
を
迎
え
た
姉
は
一
日
五
千

歩
を
実
行
し
て
い
る
と
言
う
の
だ
。
そ

の
若
々
し
い
声
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

か
き
つ
ば
た

梅
雨
晴
れ
て
今
朝
は
咲
き
し
と
燕
子
花

お
と
な

か
か
え
て
君
の
訪
ひ
く
る
る

寺
釜
五
区
堀
野
満
穂

〔
評
〕
作
者
は
少
し
く
病
ん
だ
と
い
う
。

お
見
舞
い
に
と
咲
き
は
じ
め
た
ば
か
り

の
燕
子
花
の
束
を
い
た
だ
い
た
歌
。

海
の
あ
る
町
に
住
み
い
て
打
ち
寄
す
る

渚
辺
に
1
9
つ
旅
人
の
ご
と

仲
町
四
区
庄
司
千
代
子

〔評〕

「
旅
人
の
ご
と
」
と
捉
え
た
と
こ

ろ
が
い
い
。
見
慣
れ
た
海
岸
に
住
ん
で

い
な
が
ら
、
新
鮮
な
感
覚
に
立
ち
帰
る

作
者
は
非
常
に
倖
せ
で
あ
る
。

川
の
面
に
灯
影
は
つ
か
に
震
え
お
り
閤

の
求
愛
受
け
と
め
か
ね
て

永
町
十
六
区
身
内
ゆ
み

〔
評
〕
心
象
詠
と
し
て
巧
み
に
纏
め
あ

げ
て
い
る
。
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
も

読
む
者
に
共
感
を
呼
ぶ
歌
で
あ
る
。

杏
き
日
の
都
わ
す
れ
の
む
ら
さ
き
に
想

い
還
り
て
疼
く
こ
と
あ
り

船
渡
三
区
照
沼
と
よ
子

〔
評
〕
人
は
誰
で
も
い
ろ
い
ろ
な
経
験

を
も
つ
。
作
者
は
都
わ
す
れ
の
紫
に
そ

の
想
い
を
抱
く
と
い
う
の
だ
。

み
ど
り
な
す
高
き
山
々
展
け
つ
つ
偉
大

な
る
か
な
大
地
の
撮
理

祝
町
―
二
区
河
野
み
よ

〔評
〕
大
歌
人
斉
藤
茂
吉
の
師
、
伊
東

左
千
夫
を
お
も
わ
せ
る
よ
う
な
大
胆
な

詠
み
ぶ
り
で
あ
る
。
お
お
ら
か
で
い
い
。

母
の
意
識
も
ど
ら
ぬ
ま
ま
に
点
滴
は
か

か
わ
り
も
た
ぬ
如
く
落
ち
い
る

祝
町
二
区
吉
川
和

〔評
〕
医
学
の
進
歩
は
、
延
命
の
上
で

か
な
り
効
を
得
て
い
る
。
併
し
、
死
を

直
前
に
し
て
の
一
日
々
々
は
、
余
り
に

も
不
安
の
連
続
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
の

も
実
際
で
あ
る
。
時
に
ひ
と
こ
と
の
よ

う
に
も
思
わ
れ
る
点
滴
の
虚
し
さ
は
、

作
者
に
し
て
の
み
実
感
さ
れ
る
明
け
暮

れ
で
あ
ろ
う
。

良
寛
を
慕
ひ
し
児
ら
と
遊
び
た
る
古
り

て
ま
り

し
手
毬
の
今
に
遺
さ
る

髭
釜
六
区
勝
山

一
美

先
日
、
良
寛
の
里
に
遊
ん
だ
。
良
寛

の
擦
り
切
れ
ん
ば
か
り
の
汚
れ
た
手
毬

り
が
展
示
室
に
蔵
め
ら
れ
て
い
た
。
日

の
昏
れ
る
の
を
忘
れ
て
子
供
達
と
時
を

も
つ
良
寛
が
忍
ば
れ
て
な
ら
な
い
。

次
回
歌
会
は
、
九
月
十
日
（
水
）

一

時
。
芸
術
文
化
祭
歌
会
は
、
十
月
十

一

日

（土
）
で
す
。
お
忘
れ
な
く
御
出
詠

下
さ
い
。

ヽt 

マ・-- ―̀ ̂  

第2保育所 ありま ななみちゃん (6オ）

賢 字

第2保育所 かいとう

｀ 

ほ
く
―
―•D
匡
ー
示
の

l
 

9
、

7]
'

．
＿
考
―
フ
リ
ー

~
ー

第2保育所ますだ ゆうたくん (6オ）

！ 

第2保育所すがはら としあきくん (6オ）
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が嗣枷＆
言 7

「アクロバット飛行」

み

300mm X 1.4テレコン

F 5.6 1/500 

平沼好男

〔評〕曇り空の中、飛行機を撮影するだけでも大

変なのに、噴煙の複雑な模様と飛行機を撮らえた

のが良かったです。

「浜辺の風景」 F 8 1/60 

橋本照三

〔評〕漁の終えた網を置く場所に、無造作に置か

れた自転車と、奥に見える町並みを、広角レンズ

で、良く撮らえています。

28~70nlill 

九
月
の
空
は
澄
み
き
っ
て
高
く
感

じ
、
朝
夕
の
気
温
は
涼
し
さ
を
感
じ

ま
す
。
今
月
は
、
十
五
夜
、
お
月
見

の
月
で
も
あ
り
、
秋
の
七
草
〔
萩
の

花
、
尾
花
（
ス
ス
キ
）
、
葛
花
（
ク

ズ
）
、
霜
麦
（
ナ
デ
シ
コ
）
、
藤
袴

（
フ
ジ
バ
カ
マ
）
、
女
郎
花
（
オ
ミ
ナ

ェ
シ
）
、
朝
顔
（
ア
サ
ガ
オ
・
つ
る

性
の
ア
サ
ガ
オ
で
は
な
く
、
野
山
に

自
生
し
て
い
る
キ
キ
ョ
ウ
が
有
力

説
）
〕
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
。
自
然

が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
今
、
若
い
人
達

は
あ
ま
り
な
じ
み
が
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
年
輩
の
人
に
と
っ
て
は

懐
か
し
い
花
々
で
は
な
い
で
し
ょ
う

゜
ヵ

九
月
に
入
る
と
水
戸
偕
楽
園
で
萩

祭
り
が
お
こ
な
わ
れ
る
な
ど
、
萩
は

七
草
の
中
で
は
身
近
に
感
じ
ら
れ
ま

す
。
品
種
も
園
芸
種
、
自
生
種
を
含

コ
ス
モ
ス

フ
ォ
ト
P
H
a
T
O

[講
評
]
萩

谷

茂

季
節
の花

だ
よ
り

め
、
一
四

0
種
を
か
ぞ
え
、
花
壇
向

き
の
低
木
種
、
庭
の
植
ス
込
み
な
ど

に
向
く
高
木
種
が
あ
り
ま
す
。
花
色

も
赤
、
白
、
複
色
な
ど
が
あ
り
、
六

月
上
旬
か
ら
九
月
下
旬
ま
で
開
花
し

ま
す
。ス

ス
キ
、
ク
ズ
は
、
現
在
で
も
野

生
で
沢
山
見
ら
れ
ま
す
が
、
オ
ミ
ナ

ェ
シ
、
フ
ジ
バ
カ
マ
は
、
大
洗
付
近

の
野
山
で
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が

出
来
ま
せ
ん
。
ナ
デ
シ
コ
は
、
海
岸

線
の
松
林
や
林
の
周
辺
に
自
生
し
、

八
月
か
ら
九
月
に
ピ
ン
ク
色
の
花
を

咲
か
せ
ま
す
。

今
月
は
、
庭
・
花
壇
で
は
、
コ
ス

モ
ス
、
ケ
イ
ト
ウ
、
リ
ン
ド
ウ
の
花

が
見
ら
れ
ま
す
。
栽
培
は
い
す
れ
も

や
さ
し
く
、
コ
ス
モ
ス
は
、
伸
び
す

ぎ
た
枝
を
早
め
に
刈
り
込
み
、
追
肥

を
す
る
と
、
新
芽
を
つ
け
て
美
し
い

花
が
次
々
と
楽
し
め
ま
す
。
九
月
下

旬
は
、
春
か
ら
初
夏
に
咲
く
花
の
種

ま
き
の
時
期
で
す
。
（
ポ
ピ
ー
、
キ

ン
ギ
ョ
ソ
ウ
、
キ
ン
セ
ン
カ
、
ワ
ス

レ
ナ
グ
サ
、
パ
ン
ジ

—

、
ビ
オ
ラ
、

ハ
ナ
ナ
、
ス
ト
ッ
ク
、
ヒ
ナ
ゲ
シ
、

ロ
ベ
リ
ア
な
ど
）

花
言
葉

コ
ス
モ
ス

「
愛
情
、
優
美
』

ケ
イ
ト
ウ

「色
あ
せ
ぬ
恋
j

リ
ン
ド
ウ

『淋
し
い
愛
情
」

（
大
貫
寛
昭
記
）

ー
町
緑
化
推
進
協
議
会
ー

(9) 広報おおあらい '97.9.8 



友好親善野珪

苦小牧から女が吉た
大洗・苫小牧スポーツ少年団相互の野球を通した交流会が、 8

月5日から7日までの3日間大洗町で行われました。 13回目とな

った今回は、苫小牧市から明徳ペガサススポーツ少年団一行56

名が大洗町を訪れ、歓迎式が行われました。

試合は、総合運動公園で小谷町長の始球式で始まり、第1試合

の先発メンバーはレギュラー同士の対戦で臼熱した好プレーが続

出、結果は6対0で大洗町スポーツ少年団の勝利、第2試合は苫

小牧スポーツ少年団が優勢に試合を進め3対6で勝利し、両チー

ム1勝1敗で仲良く引き分けとなりました。

最終日には、サンビーチ海岸でゲームや海水浴・スイカ割等で

親交を深めたあと大洗水族館、マリンタワーを見学、お別れ会で

は団員同士また来年の夏会いましょうと、記念のボールを交換し

て、再会を約束していました。

（
 

▲来年また会えるといいな

また大洗が好きになった

大海原を
ゆったり

クルージング

ヽ
7月25日（金）、大洗マリーナで午前と午後の2回に分

けて親子ョット・モーターボート教室が開催されました。

これは、海の旬間 (7月20日～31日）にあわせて毎年

行われているもので、当日大洗マリーナクラブハウスには

町内外からの親子（各教室30名）約60名が集まり、ヨ

ットの歴史の説明や、ヨットの進む仕組みなどの説明を受

けたあと、大洗港を出港して海上でのクルージングを楽し

みました。

さわやかな風を帆いっぱいに受け、大海をすべるように

走り、楽しいひとときを過ごしていました。

参加した方は、「海の上はとても気持ちよく海からみる

大洗もよかった。」、「子どもと一緒に体験でき、夏のいい

思い出ができました。」と話していました。

： 忌

戸
▲海から見る大洗の景色に感動しました

◄

今
日
の
絵
日
記
は
い
っ
ば
い
か
け
そ
う

｝
 

大洗港振興協会主催による、フェリ一体験クルージ

ングが去る8月4日に行われました。

今年は、東日本フェリー「びくとり」に、町内の中

学1年生260名と一般公募者、振興協会の招待客を含

む約540名が乗船してクルージングを楽しみました。

乗船を前に、大洗港埠頭で午前9時からセレモニー

が行われ大洗港振興協会会長の小谷町長が挨拶。続い

て、一中・南中の生徒代表から町長と船長に花束が送

られました。

「びくとり」の高崎貞夫船長がお礼の言葉を述べた

後、招待された皆さんはフェ リ＿に乗船、午前lO時

日立沖をめざし出港しました。

この日は、海も穏やかで陸地などを眺めながら快適

なクルージングを楽しんでいました。

'97.9.8 広報おおあらい (l 0) 



祝町小5・6年生
涸沼川源流飯田川の

水質と自然環境を学ぶ！

ーへ

▲今日覚えた事忘れないでね

去る8月1日祝町小の児童 (5.6年生27名）が参加し、涸沼川

上流の水質の観察と飯田ダムの見学会を実施しました。これは、

涸沼水質浄化対策協議会（菅原洞会長）が、涸沼及び涸沼川周辺

の環境美化と水質浄化運動の推進を図ろうと、地元の小学生を対

象に実施しているものです。

飯田ダムは、多目的ダムとして総貯水量224万トンで県広域水

道の貴重な水源として利用されています。また、ダム周辺に生息

する鳥魚、昆虫、植物などを保護する施設が整備され、きれい

な水と豊かな自然環境の中、子供達は普段の生活では体験出来な

い自然と人とのふれあいが出来ることに大変関心をしめしていま

した。

見学会の後、山びこの郷（七会村）で野外バーベキューや流れ

るフールで楽しいひとときを過ごしていました。

今回の見学会で、子供達はきれいな水や豊かな自然を守ってい

くことの大切さを、感じたことでしょう。

町営プールで水泳教室が、 7月28日から8月8日まで開催されま

した。

菊の子とも（さ
つ゚一lしも好き

これは町内の小学生を対象に楽しみながら水泳を覚えることを目

的に、教育委員会が主催し、大洗サーフライフセービングクラフの

協力を得て行なったものです。

1日1時間、 5日間の日程で2コース総勢160名の小学生が参加

しました。

講師には、サンビーチ等で活動をしているライフセーバーの皆さ

ん方に指導をいただき、プールの中で、ます楽しみながら水泳に親

しむという最初の目的を達成することができたのではないでしょう

か。

最終日には、参加者全員が水の中に潜り宝さがしゲームを楽しみ

ました。水泳教室が終わってからも、受講された皆さんが気軽に泳

ぎに来て、教室で学んだ成果や水泳の楽しさを満喫していました。

▲ 「手品は人に夢や想像力を膨らませる」と勝山さん

(l l) 広報おおあらい '97.9.8 
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全国六台てマジックを披匿
全国から約300人のマジック愛好家が参加したアマチュア

マジシャン日本ーを競い楽しむ集いが、山梨県の河口湖町で

開かれました。勝山一美さん（磯浜町］088番地 勝山薬局）

は、マジックの中では最も難しいとされている「シカゴの四

つ玉」を、さらに4個玉を増やして、八つ玉を操る至難の演

技を鮮やかに決め、見事3位に入賞しました。

勝山さんの本職は薬剤師で、薬局を経営するかたわら、水

戸市で手品教室を開いたり、「茨城歌人」の編集委員も担当し、

本紙＇‘みんなのひろば「歌壇」＂の総評もされています 。また、

腹話術もプロ顔負けの腕前で、異色のマジシャンとして活躍

しています。



日
時
／
11
月
9
日
（
日
）

昼
の
部
開
場
午
後
ー
時
3
0
分

開
演
午
後
2
時

夜
の
部
開
場
午
後
5
時
3
0
分

開
演
午
後
6
時

場
所
／
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

入
場
料
／

s席
6
、
5
0
0
円

（
指
定
席
）

A
席

5
、
5
0
0
円

（
指
定
席
）

B
席

3
、
5
0
0
円

（
自
由
席
）

※
前
売
り
券
は
す
べ
て

5
0
0
円
引
き

大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
自
主
事
業

鳥
羽
一
郎
コ
ン
サ
ー
ト

（
 

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
、

基
本
的
な
）

ー
ル
さ
え
覚
え
れ
ば
簡
単
に
始
め
ら
れ

る
新
感
覚
の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
年
齢
や

ス
ポ
ー
ツ
経
験
の
有
無
に
関
わ
ら
す
、

安
全
に
楽
し
め
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い

ま
す
。
大
洗
町
で
は
、
第

3
回
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り
を
「
体
育
の
日
」
に

実
施
い
た
し
ま
す
。
大
勢
の
皆
様
の
こ

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
日
／
10
月
1
0
日
（
体
育
の
日
）

午
前
9
時
試
合
開
始

予
定
種
目
／
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル、

キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
、
卓
球

申
込
方
法
／
9
月
2
6
日
（
金
）
ま
で
に

中
央
公
民
館
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

（
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
当
日
受
付
）

第

3
回
大
洗
町
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
ま
つ
り
参
加
者
募
集

日
時
／
10
月
5
日
（
日
）

午
前
8
時
3
0
分
1

会
場
／
町
総
合
運
動
公
園
体
育
館

種
目
／
男
子
ダ
ブ
ル
ス

・
女
子
ダ
ブ
ル

ス
（
た
だ
し
、
各
種
目
と
も
次
の
と
お

り）A
リ
ー
グ
（
経
験
5
年
以
上
）

B
リ
ー
グ

（
経
験
2
年
以
上
）

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
（
経
験
2
年
未
満
）

参
加
資
格
／
町
内
に
在
住
又
は
勤
務
さ

れ
て
い
る
方

参
加
料
／
1
人
ー
種
目

8
0
0
円

申
込
締
切
／
9
月
2
6
日
（
金
）

申
込
み
／
生
涯
学
習
課

第

9
回
町
民

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
大
会

申
込
み
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

6

(
2
6
7
)
0
2
3
0
 

問合せ／大洗文化センター

自主事業企画実行委員会

fl(266)2442 

~
 

県
統
計
協
会
発
行
．
9
8
「
県
民
手
帳
」

（
平
成
1
0
年
版
）
の
申
込
み
を
受
付
け

て
い
ま
す
。

手
帳
／
ポ
ケ
ッ
ト
版
(
8
X
1
2
.
5
c
m
)

3
5
0
円
（
消
費
税
込
み
）

大
型
版
(
9
X
1
4
.
5
c
m
)

4
7
0
円

（
消
費
税
込
み
）

申
込
方
法
／
企
画
課
に
申
込
書
が
あ
り

ま
す
の
で
、
1
0
月
1
3
日
ま
で
に
代
金
を

添
え
て
申
込
み
下
さ
い
。

※
手
帳
は
後
日
送
付
し
ま
す
。

問
合
せ
／
企
画
課
（
内
線
2
2
4
)

大
洗
町
は
り
・
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会

で
は
、
敬
老
の
日
を
記
念
す
る
行
事
と

し
て
「
マ
ッ
サ
ー
ジ

・
は
り
」
の
無
料

奉
仕
を
行
い
ま
す
。

日
時
／
9
月
2
8
日
（
日
）

午
前
9
時
3
0
分
1
午
後
3
時

場
所
／
老
人
憩
い
の
家

対
象
者
／
町
内
在
住
の
6
5
歳
以
上
の
方

問
合
せ
／
社
会
福
祉
協
議
会
（
内
線
ー

6
l
)
 

マ
ッ
サ
ー
ジ
・
は
り
の

無
料
奉
仕

9
9
8
県
民
手
帳
申
込
み

竺
2
6
7
)
0
2
3
0

関
根
孝
明
宅

6
(
2
6
7
)
3ー

1
3

11
敬
老
会
バ
ス
送
迎
に
つ
い
て
11

敬
老
会
の
当
日
は
、
次
の
と
お
り

送
迎
バ
ス
を
運
行
い
た
し
ま
す
の

で、

r
」
利
用
下
さ
い
。

な
お
、
敬
老
の
日
(

9

月
15日）

は
各
ご
家
庭
で
、
老
人
を
こ
慰
労

下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す。11
敬
老
会
送
迎
パ
ス
時
刻
表
11

一
号
車

岡
野
商
店
先

T
字
路

(
8
.
3
0
)
1
成
田

1
松
川
集
落

セ
ン
タ
ー
1
神
山

(
8
.
4
5
)
1

会
場

二
号
車

矢
場

(
8
3
0
)
1農

業
会
館
ー
大
貫
橋
ー
船
渡
(

8

4
5
)
1
会
場

三
号
車

前
原
住
宅

(
8
3
0
)

＼
諏
訪
神
社
1
中
宿
バ
ス
停
1
田

山
石
油
店
前

(
8
4
0
)
1
関
束

銀
行
前
ー
会
場

五

号

車

三
号
車
に
同
じ

六
号
車

平
戸
橋
バ
ス
停
(

8

]

3
0
)
1
旧
茨
交
デ
ー
リ
ー
前
1
会

場七
号
車

宗
五
郎
商
店
前
(

8

.

30)
1
角
沼
前
ー
会
場

八
号
車

祝
町
小
学
校
前
(

8

3
0
福
祉
バ
ス
）

1
松
ヶ
丘
住
宅
ー

明
治
記
念
館
ー
会
場

※
（
全
車
折
り
返
し
運
転
予
定
）

醸
警
壼
鯰

罰
肩

□日
二
霊
》

大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
で

行
い
ま
す

'97.9.8 広報おおあらい (12) 
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水戸地方広域市町村圏協議会

友部健康マラソン ヽ
き

ろ

目
こ

と

と

種

参加料

締切り

問合せ

12月 21日（日）

友部町立北川根小学校

2km（親子・小学生）

3km（中学生女子）

5km（中学生男子・ 一 般女子・一般49歳

以下男 子・一般50歳以上男子）

l 0km（一般39歳以下・ 一 般 40歳以上）

小 • 中学生 300円

高校生 1,000円
一 般・ 親 子 2,000円

10月31日（金）

友部町教育委員会社会教育課内

友部健康マ ラ ソ ン 大 会 事 務 局

合 0296(77)l l O l 

門門どり代行村で、日膨
さわやかな大自然の中で、心も体も＇、リフレッ

シュ’'してみま せんか。

11月 1日から平成10年 3月 31日までに施設を

宿泊利用された方へ、こぜんやま温泉保養センタ

- 「四季彩館」の利用券（午後4時以降の利用）

をプレゼントします。

内容 カントリーホーム、グリーンハウス、ケビ

ン、コテージなど約300人 収 容 の 宿 泊 施 設 あ り 。

予約・問合せ 御前山青少年旅行村

fl02955(5)2222 

町

で

は

、

自

宅

敷

地

な

ど

に

犬

の

ふ

ん

を

放

置

さ

れ

て

困

っ

て

い

る

方

に

、

ふ
ん
害
防
止
を
呼
び
か
け
る

看
板
を
差
し
上
げ
ま
す

20歳
を

迎

え

て

の

成

人

式

を

、

自

分

た

ち

の

手

で

演

出

し

て

み

ま

せ

ん

か

？

町

で

は

、

成

人

式

の

式

典

を

、

来

年

成

人

式

を

迎

え

る

み

な

さ

ん

で

運

営

を

し

、

想

い

出

に

残

る

式

典

と

な

る

よ

う

計

画

を

進

め

て

い

ま

す

。

多

く

の

み

な

さ

ん

の

企

画

・

運

営

へ

の

参

加

を

お

待

ち

し

て

い

ま

す

。

問

合

せ

／

生

涯

学

習

課

（

内

線

3
5
4
)

犬のふんは飼い主が責任を
もって持ち帰りましょう

愛犬のふんの始末は飼い主の義務です。

公園、道路や他人の土地、建物を汚さ

ないようにしましょう。

大 洗 町

成
人
式
を

迎
え
る
あ
な
た
ヘ

ふ

ん

の

放

置

防

止

を

呼

び

か

け

る

看

板

を

差

し

上

げ

ま

す

。

看

板

を

必

要

な

方

は

、

生

活

環

境

課

ま

で

こ

連

絡

下

さ

い

。

連

絡

先

／

生

活

環

境

課

（

内

線

2
4
3
)

ま

ち

の

中

に

は

、

さ

ま

ざ

ま

な

情

報

を

提

供

し

て

く

れ

る

広

告

物

が

た

く

さ

ん

あ

り

ま

す

。

恵

ま

れ

た

自

然

を

守

り

、

ま

ち

の

美

観

を

守

る

た

め

、

屋

外

広

告

物

を

掲

出

す

る

と

き

は

、

必

す

許

可

を

受

け

ま

し

ょ

う

。

屋

外

広

告

物

と

は

？

屋

外

で

常

時

ま

た

は

、

一

定

の

期

間

継

続

し

て

公

衆

に

表

示

さ

れ

る

広

告

物

で

、

看

板

、

立

看

板

、

は

り

紙

、

は

り

札

、

広

告

塔

、

建

物

そ

の

他

の

エ

作

物

等

に

掲

出

さ

れ

た

も

の

な

ど

で

す

。

0
街

の

美

観

を

守

る

た

め

、

屋

外

広

告

物

を

掲

出

す

る

と

き

に

は

、

嗅

条

例

に

＼

美

し

い

ま

ち

づ

く

り

の

た

め

に

＼

屋
外
広
告
物
は

許
可
を
受
け
て
ー
・

国

民

年

金

制

度

で

は

、

厚

生

年

金

な

ど

の

加

入

者

（

第

2
号

被

保

険

者

）

に

扶

養

さ

れ

て

い

る

配

偶

者

（

妻

又

は

夫

）

を

第

3
号

被

保

険

者

と

い

い

ま

す

。

第

3
号

被

保

険

者

は

、

保

険

料

を

納

付

す

る

必

要

は

あ

り

ま

せ

ん

が

、

届

出

し

て

確

認

を

受

け

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

そ

の

手

続

は

、

役

場

国

民

年

金

係

に

印

鑑

、

年

金

手

帳

及

び

健

康

保

険

証

な

ど

を

こ

持

参

の

う

え

「
届

出

」

を

す

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。

こ

の

国

民

年

金

の

届

出

は

、

勤

務

先

で

行

な

わ

れ

る

被

扶

養

配

偶

者

と

し

て

の

認

定

手

続

に

よ

り

自

動

的

に

行

わ

れ

る

も

の

で

は

あ

り

ま

せ

ん

の

で

、

忘

れ

す

届

出

し

て

下

さ

い

。

問

合

せ

／

住

民

課

（

内

線

l
l
4
)

第
3
号
被
保
険
者
の

「届
出
』
を
お
忘
れ
な
く

よ

り

町

長

の

許

可

が

必

要

で

す

。

〇

禁

止

さ

れ

た

地

域

や

物

件

へ

の

違

法

な

掲

出

は

や

め

ま

し

ょ

う

。

〇

屋

外

広

告

物

に

つ

い

て

は

、

都

市

計

画

課

（

内

線

2
5
3
)
へ

ご

相

談

く

だ

さ

い

。

環

境

に

や

さ

し

い

ド

ラ

イ

バ

ー

に

な

ろ

う
大

気

を

汚

染

す

る

窒

素

酸

化

物

。

そ

の

大

半

は

自

動

車

の

排

ガ

ス

に

よ

る

も

の

で

す

。

ま

た

、

自

動

車

は

騒

音

や

悪

臭

の

原

因

に

も

な

る

な

ど

、

環

境

に

大

き

な

影

響

を

与

え

て

い

ま

す

。
そ

こ

で

、

ド

ラ

イ

バ

ー

の

皆

さ

ん

に

お

願

い

で

す

。

自

動

車

に

乗

る

と

き

に

は

、

次

の

よ

う

な

こ

と

に

ご

協

力

を

。

●

渋

滞

を

引

き

起

こ

す

違

法

な

路

上

駐

車

は

や

め

ま

し

ょ

う

。

●

ふ

だ

ん

使

わ

な

い

ゴ

ル

フ

バ

ッ

グ

ゃ

い

ら

な

い

荷

物

な

ど

を

ト

ラ

ン

ク

に

入

れ

た

ま

ま

走

ら

な

い

よ

う

に

し

ま

し

ょ

う

。

●

ア

イ

ド

リ

ン

グ

は

必

要

最

低

限

こ。
エ

ン

ジ

ン

を

か

け

た

ま

ま

自

動

車

を

駐

・

停

車

す

る

ア

イ

ド

リ

ン

グ

は

、

燃

料

を

無

駄

に

使

う

だ

け

で

な

く

、

排

ガ

ス

を

多

く

し

、

大

気

を

汚

染

し

ま

す

。

一

日

の

は

じ

め

の

暖

機

運

転

は

短

め

に

す

る

、

車

か

ら

離

れ

た

り

車

の

中

で

人

を

待

っ

た

り

す

る

と

き

に

は

エ

ン

ジ

ン

を

切

る

な

ど

、

ア

イ

ド

リ

ン

グ

は

必

要

最

小

限

に

抑

え

ま

し

ょ

う

。

r

、

ア

イ

ド

リ

ン

グ

・

ス

ト

ッ

プ

！

き
れ
い
な
大
気
を

守
り
た
い
か
ら

(l 3) 広報おおあら い '97.9.8 



平
成
10
年
度

町
立
幼
稚
園
児
を
募
集
！

19
日

相
談
日
／
9
月

1

2

日

2

6

日

10
月
3
日
・

8
日

・
17
日

場

所

／
商
工
会
館
婦
人
研
修
室

時

間

／
午
後
1
時
3
0
分
1
3
時

※
た
だ
し
、
毎
月
第
ー
金
曜
日
だ
け
は
、

弁
護
士
の
先
生
が
相
談
を
受
け
て
く
れ

ま
す
。
相
談
料
は
無
料
で
す
。
第
ー
金

曜
日
の
み
予
約
が
必
要
で
す
。

申
込
み
／
社
会
福
祉
協
議
会

（
内
線
ー

5
l
)

平
成
10
年
度
大
洗
町
立
幼
稚
園
の
入

園
児
を
次
の
と
お
り
募
集
い
た
し
ま

す。
入
園
を
希
望
す
る
保
護
者
の
方
は
、

心
配
こ
と
相
談

ィ‘

当
該
幼
稚
園
に
入
園
願
書
を
直
接
提
出

し
て
下
さ
い
。
（
願
書
は
、
各
幼
稚
園

及
び
教
育
委
員
会
に
備
え
て
あ
り
ま

す。）ま
た
、
申
込
者
が
募
集
人
員
を
こ
え

•
た
場
合
は
、
抽
選
に
よ
っ
て
決
定
い
た

し
ま
す
。

募
集
人
員
及
び
対
象
者

夏
海
幼
稚
園

5
歳
児

20人

祝
町
幼
稚
園
4
歳
児

20人

（
祝
幼
は

2
年
継
続
保
育
を
原
則
）

磯
浜
幼
稚
園

5
歳
児

40人

※
4
歳
児
平
成
5
年
4
月
2
日
＼
平

成
6
年
4
月
1
日
生

※
5
歳

児

平

成

4
年
4
月
2
日
＼
平

成
5
年
4
月
1
日
生

募
集
期
間
／
10月
1
日
（
水
）
＼
1
0
月

9
日
（
木
）

諸
経
費
（
参
考
平
成
9
年
度
）

入
園
料

2
、
0
0
0
円

保
育
料
4
、

0
0
0
円
（
月
額
）

給
食
費
4
、

3
0
0
円
（
月
額
）

そ
の
他
教
材
費
・
園
児
服
・
遊
び

着
・
バ
ッ
ク
・
帽
子
等

問
合
せ

教
育
委
員
会

夏
海
幼
稚
園

祝
町
幼
稚
園

磯
浜
幼
稚
園

合 合合合

267 267 267 267 
' ' ''  5 2 2 5 
6 7 0 l 
8 4 0 l 
7 4 2 l 

図

第
2
3
回
大
洗
町
芸
術
文
化
祭
の
「
展

示
の
部
」
の
出
品
作
品
の
募
集
を
し
て

い
ま
す
。

募
集
部
門
／
書

道

美

術

詩

歌

・

俳

句
．
い
け
ば
な

．
写
真

・
趣
味
の
コ
ー

ナ
ー

申
込
期
間
／
9
月
19
日
（
金
）
ま
で

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

6
2
6
7
(
0
2
3
0
)
 

■休
館
日

9
月
8
日
（
月
）

15
日
（
月
）

22
日
（
月
）
2
3
日
（
火
）
・
2
9
日

（
月
）
1
0
月
6
日
（
月
）

・
1
0
日

（金）

・
13
日

（月）

■貸
出
時
間

午
前
9
時
3
0
分
1
午
後
4
時
3
0
分

■貸
出
期
間

2
週
間
ー
人
3
冊
ま
で

芸
術
文
化
祭
展
示
会

出
品
作
品
の
募
集

~
 

ザ出：; I 

ス

ー

パ

ー

ガ

ー

ル

い
ち
ご
ち
ゃ
ん

上
條
さ
な
え

・
作

岡
本
順
・
画

天四瞳
灰谷随次郎

天
の
瞳

灰
谷
健
次
郎

新
潮
社

灰
谷
文
学
の
集
大
成
。
大
河
小

説
の
第
ー
弾
！

あ
な
た
は
、
も
う

倫
太
郎
に
会
い
ま
し
た
か

天
衣
無
縫
の
主
人
公
の
活
躍
が

生
き
る
こ
と
の
意
昧
、
学
ぶ
こ
と

の
す
ば
ら
し
さ
を
問
い
か
け
る
。

＇岱
学
研

「
人
生
は
ゼ
ニ
と
ち
ょ
っ
び
り

の
ロ
マ
ン
だ
よ
。
」

と
、
転
校
生
い
ち
こ
ち
ゃ
ん
は
、

ク
ラ
ス
に
旋
風
を
ま
き
お
こ
す
。

R

書

紹

介

●大洗文化センター● fl266-2442 

月日曜 催事内 容 開始峙闘 開催場所 主催 入場方法

l 2 金 敬老会 900~ ホール煩何親，羅屈 関係者

9 25 木 補聴器の説明相談会 1300~ 大会議室 関東補聴器 II 

26 金 運転免許更新時講習会 900~ 大会議室 炉返競詮器 II 

10 5日 マンガ映画上映会 1000~ ホール8立セントう庸 有料

町の人口と世帯
(8月1日現在）

人 □20.373人 (-ll) 

男 10.063人(- l) 

女 10.310人 (-10)

世帯数 6,590戸 (- 2) 

転入 40人 転出 51人

出生 18人 死亡 18人

届

国民健康保険税 （第4期）

国民年金 (9月分）

納期は

9月30日迄です。

四
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月 日 曜 事業名 対象者 受付実施時間

18 木 乳児健診 1生|：．後後36ヵヵ｝｝ll～～47ヵヵ月月のの乳乳児児 13:00~14:00 

19 金 機能回復訓紬 怜告をもった方で様fi翡11繰が必要な方 9:oo~ll :oo 

22 月 母子相談 母親及び乳幼児 9:30~11 :oo 

24 水
国保相談 老人医療受給券新規交付者 9:oo~11 :30 ， 機能回復訓練 閃（悠内／をfクも外っ科た1）,ふiで診慨烈能指，J祁I[純）が必要なJi 13:00~1s:oo 

25 木 骨札しょう症検診 30歳以上の女性で検診1|1込者 9:oo~ 

26 金
機能回復訓練 隊害をもった方で椴能訓練が必要な方 9:oo~11 :oo 

翡と子の鰭予防教室 1歳の幼児及び母親 13:00~14:00 

30 火
機能回復訓練 樟害をもった方で横能rJII練が必要な方 9:oo~11 :OO 

三種混合接種 生後3ヵ月～90ヵ月未酋の乳幼児 13:15~14:00 

l水 経口生ポリオ投与 I,, 13: 15~14:00 

2 木 母親教室① 妊娠6ヵ月～8ヵ月の初産の方 10:00~11 :30 

3 金 機能回復訓練 篠害をもった方で概能調繰が必要な方 9:oo~11 :oo 

6 月 母子相談 母親及び乳幼児 9:30~11:00 

10 
7 火 機能回復訓練 麻（理害学をも療っ法た士方で指横祁能），JII糾が必要な方 13:00~1s:oo 

8 水 経口生ポリオ投与 生後3ヵ月～90ヵ月未満の乳幼児 13: 15~14:00 

9 木 三種混合接種 // 13: 15~14:00 

14 火
機能回復訓練 障害をもった方で様能訓練が必要な方 9:oo~11 :oo 

母親教室② 妊娠6ヵ月～8ヵ月の初産の方 13:30~15:30 

15 水 1歳6ヵ月児健診 渦1歳6ヵ月に達した幼児 13:00~14:00 

最
近
は
、
あ
く
び
を
し
た
り
堅
い
も
の
を

か
ん
だ
り
な
ど
、
さ
さ
い
な
こ
と
で
あ
こ
の

関
節
症
を
起
こ
す
若
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

そ
の
原
因
は
、
あ
ご
の
骨
や
筋
肉
の
弱
さ
に

あ
り
ま
す
。
あ
ご
は
乳
児
期
か
ら
繊
維
の
多

い
も
の
や
堅
い
も
の
を
与
え
る
こ
と
で
発
達

し
ま
す
。
柔
ら
か
い
も
の
ば
か
り
与
え
て
い

る
と
あ
こ
が
充
分
発
達
せ
す
、
大
き
く
な
っ

よねかわ あやか

米川綾香ちゃん
（松川第一 7歳2ヶ月）

●父 勝 夫

●母 和 枝

すくすく元気で素直なよい

子に育ってね。

いそざき ちひろ

磯崎智尋ちゃん

（二丁目二区 4歳）

●父 宗久

●母 由美子

わがままだけど最近はがまん

ができるようになりました。

友だちたくさんつくってね。

アイドlL!

乳幼児期からの

食生活の見直しを

子
宮
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す

の
で
、

6
月
に
行
わ
れ
た
検
診
を

受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
今
回
、

是
非
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

検
診
日
／
lO
月
16
日

（木
）

受
付
時
間
／
午
後

12
時

30
分
1
午

後
ー
時

30
分
ま
で

D
 子宮がん

検診の

お知らせ

（
栄
養
士

て
関
節
症
や、

歯
列
不
正
な
ど
の
原
因
と
な

り
ま
す
。

骨
折
、
そ
し
て
閑
節
症
と
い
っ
た
符
の
ト

ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
に
は
、
乳
幼
児
期
か
ら
の
食

生
活
の
管
理
が
大
切
で
す
。
骨
の
強
化
と
い

う
と
カ
ル
シ
ウ
ム
だ
け
を
考
え
が
ち
で
す

が
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
に
は
、
タ
ン
パ
ク

質
や
ピ
タ
ミ
ン
類
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
つ
ま

り
、
い
ろ
い
ろ
な
食
品
を
ま
ん
べ
ん
な
く
と

る
こ
と
が
第
一
で
、
そ
れ
は
一
二
食
き
ち
ん
と

食
べ
る
こ
と
が
瓜
要
な
の
で
す
。

さ
ら
に
、
お
天
気
の
日
は
戸
外
で
お
も
い

き
り
体
を
動
か
す
こ
と
で
す
。
テ
レ
ビ
の
前

で
お
や
つ
片
手
に
ご
ろ
ご
ろ
、
と
い
っ
た
生

活
は
骨
ば
か
り
か
心
も
弱
い
子
を
つ
く
り
ま

す
。

野
口
洋
子
記
）

0

)

 

，
 

•

9
9

9

9

9
9
9
9

ヽ

9
9

9

9

9
9

.
‘
,

.

検
診
場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
者
／
30
歳
以
上
の
女
性

申
込
方
法
／
10
月
8
日
（
水
）
ま

で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
6

(
2
6
7
)

5
1
1
1
内
線
1
2
4
へ
お
申
込

み
下
さ
い
。
（
先
貯
1
2
0
名
で

締
切
と
い
た
し
ま
す
）
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シ炉ゃ豚館の1中均9̂
チ nn n^ ‘ さ

オオカ r
r
ヽ

ウォ

(
 

しわくちゃの顔に白く鋭い歯がキラリと光る何とも恐ろ

しい形相のオオカミウオ。海底の岩穴から顔だけをのぞか
ぁこ

せている様子は何とも不気味です。大きな顎は強力でカニ

や貝類を噛み砕いて食べてしまいます。そのため、 巣穴の

入り口には貝殻などが散乱し、よりいっそう不気味さを増

しています。こんな魚でも、自分の子供には優しく、ふ化

するまでの間、 lmもある長い体を器用にまるめ、 §筐薦を

抱いて守ります。

く、
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